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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第１四半期連結累計期間におけるビルメンテナンス業界を取り巻く環境は、人件費・原材料価格の高騰等が収

益面に影響を与え、また人手不足も顕著化しつつあります。「品確法改正」や「地方自治法施行令の一部改正」も

相俟って、作業品質レベルへの注目も一層高まってきております。

 このような状況下、ファシリティマネジメントの観点から総合的な営業・提案活動を展開しており、特に食の安

全が食品製造会社の喫緊の課題となっている中、食品工場の生産ラインの衛生管理等を行うサニテーション業務の

拡充に注力しております。当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度末で業務が終了した契約の影響

がありましたが、大口の不動産案件もあって前年同期と比較して売上高、経常利益、親会社株主に帰属する四半期

純利益が増加いたしました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は82億88百万円（前年同期比31.9％増）、経常利益は4億73百万

円（前年同期比115.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3億24百万円（前年同期比197.9％増）となり

ました。

セグメントの概況は、次のとおりであります。

① ビルメンテナンス事業

ビルメンテナンス部門では、お客様のニーズを踏まえ省エネ・省コストに繋がる各種提案を進めております。

作業品質を維持・向上させるための現場チェック・作業指導活動等も継続して実施しております。サニテーショ

ン部門では、お客様の工場の稼働状況に合わせた柔軟な対応や、作業品質、衛生管理等に高い評価をいただいて

おり、新規現場や追加業務を受注しております。しかしながら、前連結会計年度末で業務が終了した契約があっ

たことから、前年同期と比較して売上高、セグメント利益が減少いたしました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は51億82百万円（前年同期比0.2％減）、セグメント利益は5億

2百万円（前年同期比5.7％減）となりました。

② 不動産事業

不動産事業では、不動産の売買、仲介及び保有している不動産の賃貸等を行っております。当第１四半期連結

累計期間においては大口の不動産案件があり、収益を伸ばすことができました。更に、今後に向けての不動産事

業への取り組みも進めております。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は21億58百万円（前年同期は1億36百万円）、セグメント利益

は3億50百万円（前年同期比597.1％増）となりました。

③ 介護事業

介護事業では、介護施設の運営や介護サービスの提供を行っております。当社グループでは、メルシー緑が丘

（大阪府豊中市）、メルシーますみ（大阪府池田市）、かおりの里（滋賀県大津市）、メルシー東戸塚（横浜市

戸塚区）を運営しており、入居者様・ご家族様の立場に立った高いレベルのサービスを提供しております。しか

しながら、入居稼働率の改善が進まなかったことや介護スタッフの人件費の上昇等により、前年同期と比較して

売上高が減少、セグメント損失が拡大いたしました。当第１四半期連結会計期間末には介護施設の入居予定者も

増えてきており、今後への活動を強化しております。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2億72百万円（前年同期比4.6％減）、セグメント損失は24百

万円（前年同期は16百万円のセグメント損失）となりました。

④ フランチャイズ事業

フランチャイズ事業では、ツタヤ、プロント、ミスタードーナツ、サルヴァトーレ・クオモ、やきとり家すみ

れの店舗展開を行っております。一部苦戦している店舗もある影響で、前年同期と比較して売上高及びセグメン

ト利益が減少いたしました。しかし、業態別に戦略を見直しながら営業強化を図っており、当第１四半期連結累

計期間においては、サルヴァトーレ・クオモ新店舗の開店準備等、新たな展開への取り組みを強化しておりま

す。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は6億29百万円（前年同期比4.9％減）、セグメント利益は6百

万円（前年同期比78.8％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

 当第１四半期連結会計期間末における流動資産は187億11百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億5百万円の

増加となりました。これは主に販売用不動産が14億92百万円増加し、現金及び預金が2億69百万円減少したことに

よるものであります。固定資産は127億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億21百万円増加いたしまし

た。

 この結果、総資産は314億46百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億27百万円増加いたしました。

（負債）

 当第１四半期連結会計期間末における流動負債は123億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億63百万円

増加いたしました。これは主に短期借入金が20億20百万円増加したことによるものであります。固定負債は62億54

百万円となり、前連結会計年度末に比べ29百万円増加いたしました。これは主に退職給付に係る負債が1億82百万

円増加し、長期借入金が2億89百万円減少したことによるものであります。

 この結果、負債合計は185億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億93百万円増加いたしました。

（純資産）

 当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は128億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ2億33百万円

増加いたしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益3億24百万円及び剰余金の配当75百万円による

ものであります。

 この結果、自己資本比率は40.9％（前連結会計年度末は42.9％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想につきましては、平成27年５月12日公表の「平成27年３月期決 

算短信」に記載のとおりであり、業績予想は修正しておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,878,815 4,608,864 

受取手形及び売掛金 2,709,342 2,620,339 

商品及び製品 154,594 145,036 

販売用不動産 7,317,008 8,809,125 

未成工事支出金 8,654 8,254 

原材料及び貯蔵品 37,782 39,211 

その他 3,862,888 3,752,033 

貸倒引当金 △1,263,846 △1,271,698 

流動資産合計 17,705,240 18,711,167 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,170,143 3,625,673 

土地 5,416,804 5,508,538 

その他（純額） 440,926 633,470 

有形固定資産合計 9,027,874 9,767,682 

無形固定資産 223,444 245,790 

投資その他の資産    

その他 2,556,268 2,814,916 

貸倒引当金 △93,061 △92,771 

投資その他の資産合計 2,463,207 2,722,144 

固定資産合計 11,714,526 12,735,618 

資産合計 29,419,766 31,446,785 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,396,653 1,401,477 

短期借入金 3,300,000 5,320,000 

1年内償還予定の社債 30,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 2,620,312 2,518,860 

未払法人税等 182,327 92,676 

賞与引当金 232,240 91,519 

その他 2,810,906 2,911,624 

流動負債合計 10,572,439 12,336,157 

固定負債    

長期借入金 4,569,956 4,280,817 

役員退職慰労引当金 231,797 230,962 

退職給付に係る負債 108,202 290,292 

その他 1,314,699 1,452,073 

固定負債合計 6,224,655 6,254,146 

負債合計 16,797,094 18,590,304 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,808,800 1,808,800 

資本剰余金 1,852,220 1,852,220 

利益剰余金 8,772,797 9,022,156 

自己株式 △78,463 △78,463 

株主資本合計 12,355,354 12,604,714 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 134,284 132,772 

為替換算調整勘定 7,645 △9,822 

退職給付に係る調整累計額 125,385 128,817 

その他の包括利益累計額合計 267,316 251,767 

純資産合計 12,622,671 12,856,481 

負債純資産合計 29,419,766 31,446,785 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 6,282,514 8,288,487 

売上原価 4,974,858 6,694,973 

売上総利益 1,307,656 1,593,514 

販売費及び一般管理費 1,061,585 1,118,232 

営業利益 246,070 475,281 

営業外収益    

受取利息 9,996 14,204 

受取配当金 1,475 1,952 

持分法による投資利益 4,548 3,218 

匿名組合投資利益 13,838 － 

その他 20,490 21,885 

営業外収益合計 50,351 41,260 

営業外費用    

支払利息 18,231 20,420 

支払手数料 14,604 8,243 

貸倒引当金繰入額 42,998 10,988 

その他 963 3,836 

営業外費用合計 76,797 43,488 

経常利益 219,624 473,053 

特別利益    

資産除去債務戻入益 － 1,306 

特別利益合計 － 1,306 

特別損失    

固定資産除却損 68 1,523 

投資有価証券評価損 999 － 

特別損失合計 1,068 1,523 

税金等調整前四半期純利益 218,556 472,835 

法人税、住民税及び事業税 27,769 76,276 

法人税等調整額 81,761 71,740 

法人税等合計 109,530 148,016 

四半期純利益 109,025 324,819 

親会社株主に帰属する四半期純利益 109,025 324,819 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 109,025 324,819 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 15,613 △1,512 

為替換算調整勘定 △841 △17,468 

退職給付に係る調整額 1,117 3,431 

その他の包括利益合計 15,889 △15,549 

四半期包括利益 124,915 309,269 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 124,915 309,269 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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